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【出願番号】特願2008-324622(P2008-324622)
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   Ｃ０８Ｃ   2/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  38/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/96     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/24     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  45/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   6/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｃ   2/04    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  38/00    ３０１Ｑ
   Ｂ０１Ｊ  23/96    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  31/24    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  31/40    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ   8/04    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  45/00    　　　Ｊ
   Ｂ０１Ｊ  45/00    　　　Ｌ
   Ｃ０８Ｆ   6/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月14日(2011.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄残渣ならびに／またはロジウムおよび／もしくはルテニウム含有触媒残渣を任意に水
素化されたニトリルゴムから除去する方法であって、鉄残渣ならびに／またはロジウムお
よび／もしくはルテニウム含有触媒残渣を含む任意に水素化されたニトリルゴムの溶液を
、（ｉ）マクロレティキュラーであり、（ｉｉ）第１級アミン、第２級アミン、チオール
、カルボジチオエート、チオ尿素、およびジチオカルバメート基から選択される少なくと
も１種の官能基で修飾されており、かつ（ｉｉｉ）平均粒度が、乾燥物基準で、最小０．
０５ｍｍ～０．２０ｍｍ未満である、官能化されたイオン交換樹脂と接触させることを含
む、方法。
【請求項２】
　任意に水素化されたニトリルゴムであって、いずれも前記任意に水素化されたニトリル
ゴムを基準として、ロジウムを最大で２０ｐｐｍ、ルテニウムを最大で２０ｐｐｍ、およ
び鉄を最大で５０ｐｐｍ、好ましくは、ロジウムを最大で１０ｐｐｍ、ルテニウムを最大
で１０ｐｐｍ、および鉄を最大で４０ｐｐｍ、より好ましくは、ロジウムを最大で５ｐｐ



(2) JP 2009-149893 A5 2012.2.2

ｍ、ルテニウムを最大で５ｐｐｍ、および鉄を最大で３０ｐｐｍ、最も好ましくは、ロジ
ウムを最大で３ｐｐｍ、ルテニウムを最大で３ｐｐｍ、および鉄を最大で１０ｐｐｍ含む
、任意に水素化されたニトリルゴム。
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